










































【方法】 簡易懸濁法は常法 1)に従い，ディスポーザブルシリンジに薬剤を 1錠もしくは 1カ
プセルとり，55℃の精製水 20 mLを採取して室温で 10分間静置後，シリンジを 15回転倒混和
して懸濁液を調製した．溶出試験は第 16改正日本薬局方（JP16）溶出試験法に従い，懸濁液を

















2．既存の溶出試験結果による薬剤の分類と簡易懸濁法施行による影響 3)   
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